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えいりのうかかんこう       

#39 繪入農家貫行 （農家貫行） 

作者：蓑笠之助（みの・かさのすけ 1687-1771） 

刊行：元文元年（1736） 

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 解題  

■ 内容 

『繪入農家貫行』は一般には『農家貫行』として知られている資料である。

上下２巻２冊。ある村の名主が 12 ヶ条の法度を親類・子孫・縁者に解説す

るという形式をとった、「農民はこのように生きるべし」と説く農家の手引

書となっている。刊行前の享保 19 年（1734）には支配地の村々へ配布し、

農民へ読み聞かせたようである（金手村「諸事控川除方共控」）。 

「繪入」と題されているが、挿絵は上下各巻にそれぞれ２枚ずつである。 

このほかに宝暦９年（1759）、天明元年（1781）、文化元年（1804）の刊行が

確認できる。  

■ 作者 

作者は蓑笠之助正高。江戸小沢家に生まれ、享保元年（1716）に巳野（み

の）庄之助兼政の養子となり、巳野庄次郎と名乗った。享保 11年（1726）に

酒匂川大口・岩流瀬堤防修築工事に参画、翌 12 年（1727）正月には「酒匂
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川堤川除御普請并修復御用」となる。同 14 年（1729）８月には関東地方御

用掛の大岡忠相の支配に入り、蓑笠之助正高と改名する。翌 15 年（1730）

２月からは酒匂川西堤の普請や３万３千石余の支配地の荒地開発場の吟味

等を担当し、同 17 年（1732）に支配勘定格、元文４年（1739）には代官に

進んだ。 
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